
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：（1～7組：長久保 穂乃香　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

○

5

鑑
賞

【知識及び技能】言葉の特性と曲種に応じた発声と
の関わりについて理解するとともに、創意工夫を生
かした歌唱表現をするために必要な曲にふさわしい
発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能を身に
付けている。【思考力、判断力、表現力等】歌唱表
現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしなが
ら、自己のイメージをもって歌唱表現を創意工夫し
ている。【学びに向かう力、人間性等】主体的・協
働的に歌唱活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛
好する心情を育むとともに、感性を高め、音楽文化
に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かな
ものにしていく態度を養っている。

【知識及び技能】様々な表現形態による器楽表現の
特徴について理解するとともに、創意工夫を生かし
た器楽表現をするために必要な、表現形態の特徴を
生かして演奏する技能を身に付けている。【思考
力、判断力、表現力等】器楽表現に関わる知識や技
能を得たり生かしたりしながら、自己のイメージを
もって器楽表現を創意工夫している。【学びに向か
う力、人間性等】主体的・協働的に器楽表現に取り
組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとと
もに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によっ
て生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を
養っている。

〇

【知識及び技能】
音素材、音を連ねたり重ねたりしたときの響き、音
階や音型などの特徴及び構成上の特徴について、表
したいイメージと関わらせて理解を深めるととも
に、創意工夫を生かした創作表現をするために必要
な反復、変化、対照などの手法を活用して音楽をつ
くる技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりし
ながら、自己のイメージをもって創作表現を創意工
夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に創作活動に取り組み、生涯にわた
り音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を高
め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を
明るく豊かなものにしていく態度を養っている。

【知識及び技能】
音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関
わりについて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、音
楽表現の共通性や固有性、音楽のよさや美しさを深
く味わって聴いている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に鑑賞活動に取り組み、生涯にわた
り音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を高
め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を
明るく豊かなものにしていく態度を養っている。

○

8○ ○
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○ ○

【知識及び技能】様々な表現形態による器楽表現の
特徴について理解するとともに、創意工夫を生かし
た器楽表現をするために必要な、表現形態の特徴を
生かして演奏する技能を身に付けている。【思考
力、判断力、表現力等】器楽表現に関わる知識や技
能を得たり生かしたりしながら、自己のイメージを
もって器楽表現を創意工夫している。【学びに向か
う力、人間性等】主体的・協働的に器楽表現に取り
組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとと
もに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によっ
て生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を
養っている。

〇

２
学
期

【知識及び技能】様々な表現形態による
器楽表現の特徴について理解するととも
に、創意工夫を生かした器楽表現をする
ために必要な、表現形態の特徴を生かし
て演奏する技能を身に付けること。【思
考力、判断力、表現力等】器楽表現に関
わる知識や技能を得たり生かしたりしな
がら、自己のイメージをもって器楽表現
を創意工夫すること。【学びに向かう
力、人間性等】主体的・協働的に器楽表
現に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好
する心情を育むとともに、感性を高め、
音楽文化に親しみ、音楽によって生活や
社会を明るく豊かなものにしていく態度
を養う。

・器楽キーボードアンサンブル
「タイムマシンにお願い」

〇

３
学
期

【知識及び技能】
音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の
芸術との関わりについて理解を深めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりし
ながら、音楽表現の共通性や固有性、音
楽のよさや美しさを深く味わって聴くこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に鑑賞活動に取り組み、
生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む
とともに、感性を高め、音楽文化に親し
み、音楽によって生活や社会を明るく豊
かなものにしていく態度を養う。

・鑑賞「世界の諸民族の音楽」

【知識及び技能】
音素材、音を連ねたり重ねたりしたとき
の響き、音階や音型などの特徴及び構成
上の特徴について、表したいイメージと
関わらせて理解を深めるとともに、創意
工夫を生かした創作表現をするために必
要な反復、変化、対照などの手法を活用
して音楽をつくる技能を身に付けるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
創作表現に関わる知識や技能を得たり生
かしたりしながら、自己のイメージを
もって創作表現を創意工夫すること。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に創作活動に取り組み、
生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む
とともに、感性を高め、音楽文化に親し
み、音楽によって生活や社会を明るく豊
かなものにしていく態度を養う。

・創作「旋律の雰囲気を変化させ
よう」

○ ○

態

１
学
期

【知識及び技能】言葉の特性と曲種に応
じた発声との関わりについて理解すると
ともに、創意工夫を生かした歌唱表現を
するために必要な曲にふさわしい発声、
言葉の発音、身体の使い方などの技能を
身に付けること。【思考力、判断力、表
現力等】歌唱表現に関わる知識や技能を
得たり生かしたりしながら、自己のイ
メージをもって歌唱表現を創意工夫する
こと。【学びに向かう力、人間性等】主
体的・協働的に歌唱活動に取り組み、生
涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親し
み、音楽によって生活や社会を明るく豊
かなものにしていく態度を養う。

・重唱「校歌」
・歌唱「LEMON」、「負けないで」

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【知識及び技能】様々な表現形態による
器楽表現の特徴について理解するととも
に、創意工夫を生かした器楽表現をする
ために必要な、表現形態の特徴を生かし
て演奏する技能を身に付けること。【思
考力、判断力、表現力等】器楽表現に関
わる知識や技能を得たり生かしたりしな
がら、自己のイメージをもって器楽表現
を創意工夫すること。【学びに向かう
力、人間性等】主体的・協働的に器楽表
現に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好
する心情を育むとともに、感性を高め、
音楽文化に親しみ、音楽によって生活や
社会を明るく豊かなものにしていく態度
を養う。

・器楽ボディパーカッション
「Plymouth Rock」

音楽Ⅰ芸術

5

芸術 音楽Ⅰ 2

知

表現

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

思

○ ○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。

評価規準

配
当
時
数

MOUSA1

〇

芸術

音楽Ⅰ


